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論　　文　　の　　要　　旨

a．目　的

　フィブロネクチンは動物の血液申，培養細胞表面，組織の細胞外マトリックスに存在する糖蛋白

であり，多彩な生物学的活性を持つことが知られている。近年，血中フィブロネクチン濃度は栄養

状態に影響されることが報告されている。

　本研究ではnutritiona1parameterとしてのフィブロネクチンの意義を明らかにする目的で家兎お

よびヒトについて検討を行った。家兎を用いた飢餓実験では苛酷な絶食試験により，またヒトの観

察では肥満者を対象とした中等度のカロリー摂取制隈により，フィブロネクチンの変動を各種の

nutritiona1parameterと対比検討した。

b．方　怯

　1）家兎を用いた飢餓実験

　14週齢の雄の家兎14羽をA群4羽，B群5羽，C群5羽の3群に分け，A群は2週間絶食，絶水，

B群は2週間絶食，水分目由，C群はコントロール群として飼料，水分ともに自由とした。2週間

後にA，B両群とも飼料，水分を自由に与え，A，B，C各群とも計5週観察した。この間血中フィ

ブロネクチンの濃度を測定し，体重，血中a1bu服iR，cho1estero1値などの生化学的parameterの推

移と対比検討した。家兎フィブロネクチンは杭家兎フィブロネクチン山羊血清を用い，Si㎎1e　ra－

dia11mmmodiffusion法により測定した。
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　2）肥満者を対象とする減量試験

　肥満度十10％以上の中年男子肥満者9名を対象とした。減量は3週聞にわたって摂取カロリーを

ユ600ca1／dayとし，蛋白を609／dayに制限し，ビタミン，ミネラル類は栄養所要量を満足させた。

減量試験の前後で体重，体脂肪量とともに血中フィブロネクチン，prea1bum1n，retino1－bindi㎎

proteinを測定し，cho1estero1などの血液生化学検査を施行した。フィブロネクチンの測定は杭ヒ

トフィブロネクチン家兎血漿を用い，si㎎1e　radia1i脈㎜㎜od1ffusi㎝法により測定した。

C．結　果

　1）家兎の体重はA，B両群ともに低栄養状態の進行とともに進行性に減少し，2週間後には前

値と比較してA群では28％，B群では19％の体重減少が認められた。フィブロネクチン濃度も低下

し，2週間後にはA群では42％，B群では18％の低下が認められた。第3週より食餌，飲水の制隈

を解除すると，体重およびフィブロネクチンは3週間で実験前値に復した。Tota1proteinおよび

a1buminはA群で有意の低下（一17％および一ユ5％）を認め，Cho1estero1は両群で有意の低下（一

33．6％，一37．6％）を認めた。Choiestero1の低下は絶食の解除後観察期聞申継続して認められた。

また。血申フィブロネクチンは体重との間にtota1トrotein，aibBmin，cho1estero1より密接な相関が

認められた。

　2）肥満者の減量試験後の体重および体脂肪量は試験前に比し有意の減少（一5．0％および一

亙9．2％）を認めた。フィブロネクチン，prea1bnmi皿，retino」bindingproteinはそれぞれ有意の低

下（一17．6％，一19．8％，一22．4％）を認めた。他の生化学検査値では総蛋白，Cho1estero1がそ

れぞれ有意の低下を示したが，その程度は軽度（一4．0％，一12．0％）であった。

d．縞　論

　以上の結果から，フィブロネクチンは体重，体脂肪量とよく相関し，日常臨床検査値に比し低栄

養状態をより鋭敏に反映する。またフィブロネクチンは，現在栄養状態の最もよい指標として用い

られているprea1bnmin，retino1＿bindi㎎proteinと同等の挙動を示す。したがって，フィブロネク

チンは㎜tritiona1parameterとして意義あるものと判定される。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は重症SLE患者の血中フィブロネクチン値が病勢による変動のみでは説明できないこと

に着目し，フィブロネクチンの低下と低栄養状態との関連性を解明すべくフィブロネクチンの

㎜tritioリarameterとしての意義を検討したものである。ヒトで中等度のエネルギー摂取制限，家

兎で飢餓試験が綿密な実験計画のもとに施行されており，データの解折，考察も充分である。本研

究により血申フィブロネクチン濃度がprea1bumin，retino」bindi㎎proteinとほぼ同程度の㎜tri－

ti㎝a1parameterとなりうることを示した点は評価される。

　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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